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  大村湾海況概報【第2報】     
                           

 
平成２１年10月22日 

長崎県総合水産試験場 

 

 

10 月 20日に実施した調査結果の概要は次のとおりです。 

 

１．水温 および 塩分 

  水温は、表層で22.3～23.0℃で、南東の津水湾側で低めでした（下記図1参照）。 

 塩分は、表層で30.8～32.8 で、南で低く、北で高い傾向でした（下記図2参照）。 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

図１．表層水温（℃）の水平分布       図２．表層塩分の水平分布 

 

２．透明度 

  3.0～5.5（平均 4.6）ｍであり、川棚町大崎半島沖で3.0mの透明度でした。 

 

３．赤潮プランクトン 

  今回の観測では、顕著な着色域、有害種とも確認されませんでした。 

 

まとめ 

 今回の調査では赤潮は確認されませんでしたが、今後も海色の変化や生物の動態等には注意して

ください。 
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